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時間や空間を越境した学び〜
・「大樹モデル」構想：これまで一校単独で全てを担っていた構造から、長所をシェアしていく発想へ

ミネルバなど世界中の教育プログラムから受講可能
・学び方を学ぶ（Strategic Learning）
・自己効力感を持つ（Creative confidence）
・スタディサプリ など

学校の人と組織
・複数校横断クラスや単位互換（地域留学など）
・教員の兼業、外部人材活用
・心理的安全性、組織開発などのマネジメント手法や制度

実社会と接続したリアルな学び
・地域の特色を活かしたPBL、インターンシップ
・起業（アントレプレナーシップ）教育
・生徒主体の学校自治

オンライン or オフライン、ではなく
長所を活かしたハイブリッド・シェアが有効な選択肢になり得る（≒dX）

生徒減少や教員不足、学ぶ内容の
多様化などから、一校単独で全ての
教材や教職員を担うことは困難に

幹
（学校の人と組織）

空・枝
（クラウドコンテンツ）

土・根
（地域・リアルな学び）
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ミネルバ大学：知識を学び、実践的に使い知恵にしていく（映像_1分36秒）

https://www.youtube.com/watch?v=oMP-veEv7vQ （音声あり、日本語字幕）

https://www.youtube.com/watch?v=oMP-veEv7vQ
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① 教職員向け
ミネルバ教授法
トレーニング

日本の学校教育へ：ミネルバ「未来の教室」事業は２段階で実施

② 高校生向け
ミネルバクラス

実施

オンライン、反転学習、アクティブラーニング形式で
新しい学び方を教職員が体験

トレーニングを受けた先生がクラスを運営

「脳科学をベースに、学び方を学ぶ」高校生向けコース
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① 教職員向け
ミネルバ教授法トレーニング
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① 教職員向け_ミネルバ教授法トレーニング内容

A）授業計画

B）クラス運営

C）フィードバック

教える（teach）から
学びを促す（facilitate）へ

学生が到達すべき
学習成果は何か？

学期ごとの定期試験・評定から
毎週の高頻度フィードバックへ

学習の転移*
（transfer）

Source: Diane F.Halpern, Milton D.Hakel,2003ほか

*学んだ内容が、机の上だけでなく、
別文脈でも使えるようになっていること

テスト用の暗記ではなく、複数文脈で自分なりに
実践し使ってみることが学習成果を生む
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例）事前課題で理論を学んだ後、参加教員同士でディスカッション（反転学習）

シナリオ

・生徒同士の議論が白熱
・重要な学習内容を扱う時間が不足する
・あなたはどうクラスを運営する？

問い

・すべての生徒を75%の時間能動的に
クラス参加させられていますか？

・そのクラスで到達すべき学習目標は
どのように達成できますか？
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① 教職員向け_トレーニング成果：実体験により新たな学びの有効性を実感頂けた

「新たな学び方」理解度の変化

アクティブラーニングの有用性について

※5段階法。５既に実践している/４深く理解している/３概要はわかる/２ほとんど知
らない/１全く知らない、のうち、5＋4の割合を表示（N=27）

22％ → 82%
反転学習の有用性について

11％ → 78%
学習の転移（transfer）について

0％ → 74%

１.今回、オンラインでも双方向で深い学びができ
るということを実感した。

2.教師がファシリテーターとなることで授業のクオ
リティが高くなることを経験できるので、凝り
固まった一斉授業、現場のマインドセットを変
えるのに大きく役立つと思う。

3.「学び方を学ぶ」ということがないと、PBLや探
究学習をしてもやりっ放しになってしまう。学
び方を学んで試行錯誤する、ということを教員
も学び、生徒に広げていきたい。

受講後コメント
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② 高校生向けミネルバクラス
「脳科学をベースに学び方を学ぶ」コース
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② 高校生向け 「脳科学に基づいて学び方を学ぶ」コース

コース内容

# 脳の実行機能（次の3つ）
# 認知的柔軟性
# 抑制の制御
# ワーキングメモリ

# habits（習慣）
習慣はいかに形作られるか
良い習慣の作り方、悪い習慣のやめ方

# knowledge transfer（知識の移行）
メタ認知、システム思考などの知識を
実際の生活でどう実践するか？

(input)
脳科学を理解

(output)
得た知識を使い

実践・体得

メタ認知・システム思考を駆使するリーダーへ

成果事例
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時間・空間を越境した「学び」
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再掲）時間や空間を越境した学び〜
・「大樹モデル」構想：これまで一校単独で全てを担っていた構造から、長所をシェアしていく発想へ

ミネルバなど世界中の教育プログラムから受講可能
・学び方を学ぶ（Strategic Learning）
・自己効力感を持つ（Creative confidence）
・スタディサプリ など

実社会と接続したリアルな学び
・地域の特色を活かしたPBL、インターンシップ
・起業（アントレプレナーシップ）教育
・生徒主体の学校自治

オンライン or オフライン、ではなく
長所を活かしたハイブリッド・シェアが有効な選択肢になり得る（≒dX）

生徒減少や教員不足、学ぶ内容の
多様化などから、一校単独で全ての
教材や教職員を担うことは困難に

幹
（学校の人と組織）

空・枝
（クラウドコンテンツ）

土・根
（地域・リアルな学び）

学校の人と組織
・複数校横断クラスや単位互換（地域留学など）
・教員の兼業、外部人材活用
・心理的安全性、組織開発などのマネジメント手法や制度
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越境の可能性

① オンライン／オフライン
② １校単独対面／複数校横断バーチャルクラス

③ 教員（教える）／生徒（学ぶ）
④ 予習／授業／復習
⑤ 定期テスト／毎週の形成的フィードバック

⑥ 探究／国英数社理（教科学習）
⑦ 学校／日常生活 …etc.
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ありがとうございました！
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Concept_参考資料
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「学習する学校」のコンセプト
どんなカリキュラムを生徒に提供するかも重要だが、それを“自ら創造し提供し続けられる組織づくり“に焦点を当て、支援伴走する

ビジョンの策定

これらのモデルを、誰でもできるようなオープンソース、コモディディにしたい

「学習する学校」

1
学校が目指したい「最上位目標」となる
ビジョンをつくる

余白をつくる2
最上位目標に沿って「やめること」を決める
教職員に、心と時間の余白をつくる

チームになる3
教職員同士がお互いを知る
心理的に安全な、目的に沿ったチームになる

探索、探究する4
先進的な教育プログラム事例に自ら触れ、
刺激を受け、心で感じ、解釈する

実践し、体得する5
学校現場での試行錯誤を通じ、
自身の持論が出来上がっていく

対話・越境を重ね、自律していく6
相互対話を通じたリフレクション
目的に沿った積極的な越境活動
自律的なチーム貢献、などを奨励する

7 …
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取り組みの背景（補足）
・いくら先進事例（≒アプリ）を提示されても、教員のマインドセットや教授法（≒OS）の更新がなければ活用は困難
・「学び方を学ぶ」ことでOSを更新し、教員、生徒とも新たな学びの内容を有効に駆動させることができる
・よって、本事業ではOSにアプローチすることを意図している（教員は教授法を学び、生徒は学び方を学ぶ）

【海面下・OS】
自ら学び生きる力を育む基礎となるスキル群

（学び方やマインドセット。
教員においては教授法そのものなど）

【海面上・アプリ】
土台となるOSを活用し自ら志望する進路や

人生を切り拓いていくスキル群
（探究活動やPBL、受験や部活など。

教員においては教える内容など）

※OSはPCを利用する上で基本となるオペレーティングシステム。アプリケーションは土台となるOSの上にインストールして利用する、特定の目的をもったソフトウェアのことを指す
OSが古いままだと、アプリが動作しなかったり、新しいデータをダウンロードできなかったりと様々な不具合が生じることがある

氷山モデル/コンピュータに例えると…



参考）学習科学16の原則



参考）学習科学16の原則



参考）学習科学16の原則



（A）レッスンプランは、学習の転移（transfer）を目的とし、学習科学に基づき設計されている

①教職員向け_ミネルバ教授法トレーニング（詳細）

学習科学（science of learning）学習の転移（transfer）

Source: Kosslyn, 1994; Mayer, 2001; Moreno & Valdez,2005ほかSource: Diane F.Halpern, Milton D.Hakel,2003ほか

・高等教育の目的は何でしょうか。主たる存在理由は、学習の
転移（transfer）です。
あらゆる種類の履修科目の理論的根拠となっているのは、将
来的に学習者が別の局面に置かれたときに、学んだ知識・技
能・態度が正確に想起され利用されるであろう、という前提
です。

・転移を望むのであれば、転移の可能性を実際に高めるような
方法で教える必要があります。

・伝統的な一律一斉の講義形式は効率的であり、認知テストで
評価される学習に関してはうまく機能します。しかし、理解
や転移に関しては必ずしも機能しないことがわかっています。



（B） クラス運営はフルオンラインで行われ、生徒の75%エンゲージメント（没頭）を目指す

①教職員向け_ミネルバ教授法トレーニング（詳細）

反転学習（Flipped learning） 生徒の学習内容への没頭（engagement）

Source: Flipped Learning Network（FLN）2014,ほか Source: Joshua Fost, Rena Levitt, and Stephen M. Kosslyn
From ’Building the Intentional University’

・教員は授業中、すべての生徒が75％以上の時間、授業に参加
している状態を作り出さなければならない。
つまり、生徒に対し議論に参加するよう促すだけではなく、
生徒が学習を生み出す認知的プロセスに関与していることを
求める活動や演習こそが重要になります。

・授業手法は、集団で学ぶ場から、個々人ごとの学ぶ場へと方向
転換され、より深い学びが可能になる

教員向けチェックリストの例）

・オンラインによるグループディスカッション、記述式投票、
下図のようなファシリテーションを通じ、教員は生徒のエン
ゲージメントを促します。



（C）生徒の発言や記述は全て録画・データ化され、頻繁で形成的なフィードバックが可能になる

①教職員向け_ミネルバ教授法トレーニング（詳細）

アセスメント 形成的なフィードバック

Source: Based on Levitt, R. Badar-Natal, A. ＆ Chandler, V. ”Assessing 
Student Learning.” In Kosslyn, S.M., & Nelson, B. (Eds.). (2017)ほか

・学習転移のためには、明確に定義された学習成果（#LO）
に対して、定期的に形成的なフィードバックを行い、進捗状
況を把握する必要がある。

・定期テストはなく、 ＃evidencebased（事実に基づいてい
るか）などのLOに基づき、毎回の発言や記述がルーブリック
で採点され、コメントとともにフィードバックが行われる。

■初歩の（Beginning:１点）
- 問われても学んだスキルや概念を思い出したり、使用したりしてい
ない。または全く不正確に使用している

■発展中（Developing:２点）
- スキルや概念をやや正確にしか覚えていないか、使用していない
- または関連する問題や目標に対応した回答ができていない

■十分な（Proficient:３点）
- スキルや概念を正確に、または効果的に使用している
- 関連する問題や目標に意味のある回答ができている

■熟達した（Advanced:４点）
- スキルや概念を正確に、または効果的に使用している
- 関連する問題や目標を分析し、与えられた文脈に応じた適切な方法
で、概念を説明 したり、活用したりすることができている

・形成的なフィードバックは、評点とは異なる。
・生徒はクラス録画を見直したり、教員や、クラスメイトか

らのフィードバックを頻繁に受けることができる。

クラス#1の
発言や記述

時間の経過
（定期テストなどを待たず、
頻繁に学習ループがまわる）

自習・次回
クラスの予習

クラス#2の
発言や記述

レポート
課題など

フィードバック

フィードバック

フィードバック



Forumシステムを使わなくても
リアルの教室で反転学習や
LO（学習目標）に従った授業設計
生徒同士の議論や
アクティブラーニングに活用
いただいている

トレーニング効果
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dXの「X：トランスフォーメーション」 のために

知る

アクティブラーニング・探究学習・主体的対話的で深い学び…など
「新しい学び」への移行には、次のプロセスが必要ではないか？

分かる できる 教える
（もしくは共に学ぶ）
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